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７
月
15
日
任
期
満
了
に
よ
る
千
早
赤
阪
村
長
選
挙
の
日
程

は
、
４
月
15
日
e
に
開
か
れ
た
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
　
時

６
月
２
日
d

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
　
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室

告
　
示
　
日

（
立
候
補
受
付
）

日
　
時

７
月
６
日
c

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
　
所

役
場
第
２
会
議
室

投
　
票
　
日

日
　
時

７
月
11
日
a

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

開
　
票
　
日

日
　
時

７
月
11
日
a

午
後
９
時
15
分
か
ら

場
　
所

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

※
な
お
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
日
程
次
第
で
、
同
村
長
選

挙
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　
1
&2
０
０
８
１

千
早
赤
阪
村
長
選
挙

7
月
11
日

投
票

（日）

○
対
象
者
が
拡
大

介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状

態
区
分
が「
要
介
護
５
」と
記
載
さ
れ

て
い
る
人
で
す
。
郵
便
な
ど
に
よ
る

不
在
者
投
票
の
交
付
申
請
、
投
票
手

続
き
は
左
表
１
・
２
の
と
お
り
で
す
。

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
（
３
月
１
日
施
行
）
に
よ
り
、郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
に

つ
い
て
そ
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
代
理
記
載
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
変
わ
り
ま
す

○
「
代
理
記
載
制
度
」
が
創
設

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
選
挙
人
で
、
自

ら
投
票
の
記
載
が
で
き
な
い
人
。

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人

は
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会

の
委
員
長
に
届
け
出
た
人
（
選
挙
権

を
有
す
る
人
に
限
る
）
に
投
票
に
関

す
る
記
載
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

①
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
身
体
障

害
者
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
「
上

肢
又
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級

で
あ
る
者
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人

②
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
上
の
戦
傷

病
者
で
、
戦
傷
病
者
手
帳
に
「
上
肢

又
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項

症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
で
あ
る
者
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
人

代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
を

行
う
た
め
に
は
、
郵
便
等
投
票
証
明

書
の
交
付
申
請
に
加
え
て
、
あ
ら
か

じ
め
下
の
表
１
お
よ
び
表
２
の
手
続

き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
手
続
き
は
同
時
に
行
う
こ
と
が

可
能
で
す
。
ま
た
、
代
理
記
載
の
方

法
に
よ
る
投
票
手
続
き
は
表
３
の
と

お
り
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

1
&2
０
０
８
１

2

１．郵便等投票証明書の交付申請２．投票手続

①申請《申請書､介護保険
の被保険者証》

②郵便等投票証明書を
郵便などにより送付

名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会

選
　
挙
　
人

１．代理記載の方法による投票を行うこ
とができる者であることの証明手続

①申請《申請書､郵便等投票
証明書､身体障害者手帳又
は戦傷病者手帳》

②郵便等投票証明書（代理記載
の方法による投票を行うこ
とができる者である旨が記
載）を郵便などにより送付

名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会

選
　
挙
　
人

２．代理記載人となるべき者の届出の手続

①届出《届出書､郵便等投票証
明書､代理記載人となるべき
者による同意書・宣誓書》

②郵便等投票証明書（代理記
載人となるべき者の氏名が
記載）を郵便などにより送付

名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会

選
　
挙
　
人

３．代理記載の方法による投票手続

①投票用紙・投票用封筒
の請求

②投票用紙・投票用封筒
を郵便などにより送付

名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会

選
　
挙
　
人

代
理
記
載
人

①投票用紙・投票用封筒の請求

②投票用紙・投票用封筒を
郵便などにより送付

④投票用紙・
投票用封筒
を郵便など
により送付

④投票用紙・
投票用封筒
を郵便など
により送付

名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会

選
　
挙
　
人

③現在する場所において
投票用紙に候補者名を
記載し､投票用封筒に入
れた後､その表面に署名

③現在する場所において、代
理記載人は、投票用紙に選
挙人が指示する候補者名を
記載し、投票用封筒に入れ
た後、その表面に署名



〜
人
権
問
題
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
〜

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
の
日
」

で
す
。
こ
の
日
に
あ
わ
せ
て
全
国
一

斉
の
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。人

権
擁
護
委
員
が
あ
な
た
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
当
日
都
合
の
悪
い
人

は
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
直
接
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
に
つ
い
て

の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

日
時

６
月
１
日
c

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所
　
役
場
第
２
会
議
室

人
権
擁
護
委
員

¡
山
本
澄
雄
　
1
&2
１
４
８
５

水
分
３
７
５
番
地
の
１

¡
田
中
鈴
代
　
1
&2
７
３
８
７

小
吹
68
番
地
の
８
８
９
　

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
指
針
の
改
正

で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
正
社

員
の
間
の
均
衡
を
考
慮
し
た
処
遇
の

改
善
な
ど
が
具
体
的
に
示
さ
れ
、
事

業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

①
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
雇
用
管

理
の
改
善
な
ど
の
た
め
、
労
働
者

保
護
法
令
を
守
る
と
と
も
に
、
就

業
の
実
態
、
正
社
員
と
の
均
衡
な

ど
を
考
慮
し
て
処
遇
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

②
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
か
ら
正
社

員
へ
転
換
す
る
た
め
の
条
件
の
整

備
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

③
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
職
務
の

内
容
、
意
欲
、
能
力
、
経
験
、
成

果
な
ど
に
応
じ
た
処
遇
に
つ
い
て

の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

④
労
使
の
話
し
合
い
を
促
進
す
る
措

置
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
て
く
だ

さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
労
働
局
雇
用
推
進
室

1
06
（
６
９
４
１
）
８
９
４
０

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
仲
谷
周
助
（
千
早
２
４
５
―
２
）

金
５
０，

０
０
０
円

福
祉
活
動
に

◎
井
ノ
本
武
次（
千
早
２
５
３
―
１
）

金
５
０，

０
０
０
円

亡
妻
節
子
の
供
養
と
し
て

◎
赤
阪
祐
士
（
森
屋
４
０
１
―
３
）

金
１
０
０，

０
０
０
円

亡
祖
母
ヤ
ス
エ
の
供
養
と
し
て

◎
仲
村
智
子
（
千
早
２
３
８
）

金
１
０
０，

０
０
０
円

亡
夫
民
司
の
供
養
と
し
て

◎
千
早
赤
阪
村
ゴ
ル
フ
連
盟

金
４
９，

６
８
９
円

千
早
赤
阪
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て

◎
匿
名
　
２
件

各
２
０，

０
０
０
円

福
祉
活
動
に

赤
十
字
募
金

５
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
」（
募
金
活

動
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
救
護

活
動
を
は
じ
め
国
際
活
動
、
医
療
、

血
液
事
業
、
福
祉
事
業
な
ど
の
幅
広

い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

募
金
は
、
千
早
赤
阪
村
分
区
（
村

社
会
福
祉
協
議
会
）
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

憲
法
は
、
基
本
的
人
権
の
保
障
を

重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

昭
和
22
年
に
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ

れ
て
57
年
の
年
月
が
経
過
し
、
人
権

尊
重
の
考
え
方
は
、
広
く
国
民
に
定

着
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
、

性
別
、
人
種
、
障
害
者
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
施
設
の
入
所
者

に
対
す
る
差
別
問
題
な
ど
は
後
を
絶

た
ず
今
な
お
、
根
強
く
存
在
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た

差
別
の
書
き
込
み
な
ど
、
情
報
化
社

会
の
進
展
な
ど
に
と
も
な
い
新
た
な

人
権
差
別
問
題
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。す

べ
て
の
人
が
幸
福
な
生
活
を
営

む
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
憲
法
や
世
界
人
権
宣
言
に
掲
げ
る

人
権
尊
重
の
精
神
を
守
り
、
人
権
意

識
を
高
め
、「
差
別
し
な
い
、
さ
せ

な
い
、
許
さ
な
い
」
と
い
う
認
識
を

も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
一
度
、
家
庭
で
基
本
的
人
権
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

3

特
設
人
権
相
談
所
開
設

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
指
針
が

変
わ
り
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

憲
法
週
間

５
月
１
日
〜
７
日

育
て
よ
う

一
人
ひ
と
り
の

人
権
意
識

千早地区では、毎年８月に行っている盆
踊りに使用する備品として、太鼓の張り替
え、やぐらの製作、スピーカー、アンプ、
マイクなどの放送設備の整備を行いました。
また、金剛山への登山道の一つである府

道から千早城跡までの階段の周囲に、サル
スベリや桜の苗木の植栽を行いました。

これらの事業は、宝くじの普及広報事業
の受託事業収入を財源とする財団法人自治
総合センターのコミュニティ助成金を受け
て購入しました。
〈問い合わせ〉総務課

宝くじ助成事業



4

３月25日から28日まで、長野県野沢温泉スキ
ー場で、教育委員会主催、体育指導委員協議会
主管のスキー教室が開催されました。
今年は天候にも恵まれ、参加した24人は、最

高のコンディションの中、受講しました。
最初、スキー板をはいて立つこともできなか

った子どもが、転ばずに中斜面を滑れるまでに
上達しました。

４月１日から金剛山ロープウェイ・香楠荘の管
理運営を㈱グルメ杵屋に指定することに伴い、新
たな職員を対象にした緊急時の対応を的確に行う
ため、３月25日にロープウェイで応急下降訓練
（救助訓練）を実施しました。
電気関係の故障で非常停止という想定で地上約

15ｍの客車内から救助バスケットを使い乗客を救
出しました。

● 金剛山ロープウェイで救助訓練 ●

３月21日、平成15年度大阪府消防表彰式が、府
立青少年会館で開催されました。
表彰式は会場の都合で代表受章であったため、

４月５日に大橋団長より各受章団員に伝達されま
した。受章団員は次のとおりです。 （敬称略）
消防庁長官表彰

永年勤続功労章 副団長　　　　岡本　善三
日本消防協会会長表彰

精績章 下東阪分団長　千福　清英
大阪府知事表彰

消防功労章 桐山分団員　　奥田　宗豊
大阪府消防協会会長表彰

奥田宗豊、岡本正伸、田中　博、大西正容、
谷　詳司、山本庄一郎、鎌谷　保

●消防団員表彰●

まさかのときの備え 受章おめでとうございます

上手に滑れたよ

●スキー教室●

むらの話題
あ　れ　こ　れ



5

むらの話題
あ　れ　こ　れ

村内の小・中学校や幼稚園で入学式・入園式が行われ
ました。
桜が満開の４月６日に、中学校で行われた入学式では、
ブラスバンド部の「花唄」「風になる」の演奏で新入生
が入場し、新しい制服に身を包み緊張気味で式に臨んで
いました。
今年の新入生、園児数は次のとおりです。
¡赤阪小学校　　　21人　　¡千早小学校　　８人
¡多聞小学校　　　４人　　¡小吹台小学校　21人
¡千早赤阪中学校　52人　　¡こごせ幼稚園　32人

３月24日、３地区福祉委員会主催の「高齢者のつ
どい」が、くすのきホ－ルで開催されました。
当日は、あいにくの天候にもかかわらず、300人

余りが参加しました。
第１部は、こごせ幼稚園児が、ダンスや英語を披

露。第２部では、福岡県の南蔵院、林覚乗住職によ
る「出あい、心の健康」というテ－マで講話があり
「現在の世の中、損得しか教えない。それ以上、大
切なことを忘れている。また、最近は、感謝の気持
ちがなくなっている」など、博多弁を交えユ－モア
たっぷりの話に爆笑する場面も、会場のあちこちで
は「う－ん、おっしゃるとおり」という声もあり、
あっという間に楽しい時間が過ぎました。

●高齢者のつどい●

平成15年度
千早赤阪村フ
ォトコンテス
トの入賞作品
が決定しまし
た。
入賞作品は、
５月10日まで
南河内府民セ
ンター、11日
から16日まで
くすのきホー
ル、また、19

日から30日ま
でちはや星と
自然のミュージアムで展示します。

（敬称略）
推薦「樹氷を仰ぐ」児島はる子 (堺市) 
特選「秋まつり」若松日出夫（東大阪市）
「休日」新家たみ子（奈良県香芝市）
「赤阪村の棚田」山下哲也（大東市）
ほか準特選・入選15点

●写真コンテスト●

大大大大笑笑笑笑いいいいでででで楽楽楽楽ししししみみみみままままししししたたたた 推薦は「樹氷を仰ぐ」

新生活のスタート

●入学式・入園式● t中学校

▲
小
吹
台
小
学
校

t
こ
ご
せ
幼
稚
園



昭和16年４月２日以降に生まれた人

請求時の年齢 減　額　率

60歳～60歳11カ月 30％～24.5％

61歳～61歳11カ月 24％～18.5％

62歳～62歳11カ月 18％～12.5％

63歳～63歳11カ月 12％～6.5％

64歳～64歳11カ月 ６％～0.5％

短

歌

コ

ー

ナ

ー

◆
一
般
書

い
つ
も
忘
れ
な
い
で（
浅
見
帆
帆
子
）

剣
客
春
秋
　
か
ど
わ
か
し（
鳥
羽
亮
）

柳
生
十
兵
衛
七
番
勝
負
　（
津
本
陽
）

富
士
山
大
噴
火
　
　
　（
鯨
統
一
郎
）

一
ポ
ン
ド
の
悲
し
み
　（
石
田
衣
良
）

不
運
な
女
神
　
　
　
　
　（
唯
川
恵
）

負
け
て
た
ま
る
か
！
　（
中
村
修
二
）

生
き
の
び
る
　
　
　
　（
白
石
一
郎
）

帰
っ
て
き
た
ア
ル
バ
イ
ト
探
偵

（
大
沢
在
昌
）

コ
ブ
タ
の
気
持
ち
も
わ
か
っ
て
よ

（
小
泉
吉
宏
）

ち
び
象
ラ
ン
デ
ィ
と
星
に
な
っ
た
少
年

（
坂
本
小
百
合
）

あ
ら
す
じ
で
味
わ
う
名
作
文
学

（
小
川
和
佑
）

父
さ
ん
が
言
い
た
か
っ
た
こ
と

（
ロ
ナ
ル
ド
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
）

◆
児
童
書

ハ
ウ
ル
の
動
く
城

１
魔
法
使
い
ハ
ウ
ル
と
火
の
悪
魔

２
ア
ブ
ダ
ラ
と
空
飛
ぶ
絨
毯

（
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
）

ハ
ロ
ー
！
オ
ズ
ワ
ル
ド

（
ダ
ン
・
ヤ
ッ
カ
リ
ー
ノ
）

べ
そ
っ
か
き
フ
ン
ガ
く
ん

（
国
松
エ
リ
カ
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
く
す
の
き
ホ
ー
ル

図
書
室
　
1
&2
１
３
０
０

お
れ
お
れ
詐
欺
に
ご
注
意

被
害
総
額
43
億
円
！

「
お
れ
お
れ
詐
欺
」
は
、
２
０
０
３
年
の
１
年
間
に
分
っ
て
い
る
だ
け
で

６，

５
０
４
件
あ
り
ま
し
た
。
被
害
総
額
は
約
43
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
詐
欺
な
の
で
し
ょ
う
。

「
お
れ
、
お
れ
・
・
・
」

こ
の
詐
欺
は
、
電
話
で
使
わ
れ
る
場
合
が
多
い
で
す
。

あ
る
日
、
電
話
が
あ
り
ま
す
。

「
お
れ
、
お
れ
。
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
の
で
、
お
金
が
す
ぐ
い
る
。

友
だ
ち
が
取
り
に
行
く
の
で
預
け
て
欲
し
い
」。

こ
ん
な
、
内
容
の
電
話
で
す
。

で
も
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
誰
か
ら
の
電
話
な
の
で
し
ょ
う
か
。

あ
わ
て
て
、お
金
を
渡
し
て
し
ま
う
と
、も
う
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

冷
静
に
対
応
し
よ
う

「
お
れ
、
お
れ
」
で
切
り
出
す
の
は
、
名
前
が
分
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。

何
も
い
わ
ず
、
内
容
か
ら
始
ま
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
家
族
の
名
前

を
い
っ
て
し
ま
う
と
、
相
手
に
名
前
が
分
か
り
、
利
用
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

電
話
の
内
容
に
不
信
を
抱
い
た
ら
、
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
詐
欺
に
遭
わ
な

い
た
め
に
は
、
冷
静
な
対
応
が
必
要
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
1
06
（
６
９
４
５
）
０
９
９
９

¡
役
場
産
業
建
設
課
　

内
　
田
　
あ
き
子

先
週
は
枯
木
と
想
ひ
し
隣
地
園
に
春
陽
に
光
る
木
蓮
の
白

尾
　
崎
　
茂
　
子

鬱
の
日
の
電
車
の
中
に
ね
こ
や
な
ぎ
持
ち
居
る
老
女
春
の
顔
し
て

川
　
邊
　
順
　
子

ゆ
っ
た
り
と
時
流
れ
い
る
春
の
道
菜
の
花
持
ち
て
父
母
と
墓
参
す

菊
　
井
　
由
起
子

イ
ラ
ク
へ
と
女
性
自
衛
官
発
ち
し
夕
べ
白
き
面
の
雛
仕
舞
い
い
る

東
　
條
　
ひ
　
ろ

冥
土
よ
り
迎
え
は
ま
だ
か
と
問
う
人
の
指
さ
す
彼
方
桜
咲
き
初
む

※
俳
句
・
短
歌
は
掲
載
数
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

老
齢
基
礎
年
金
の
請
求
に
つ
い
て

老
齢
基
礎
年
金
は
、
受
給
資
格
を
満
た
し
た
人
に
原
則
と
し
て
65
歳
か
ら
の

受
給
と
な
り
ま
す
が
、
希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
64
歳
の
人
も
繰
り
上
げ
て
年
金

を
受
け
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

繰
り
上
げ
請
求
し
た
年
金
は
、
表
の
率
に
よ
り
減
額
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す

（
付
加
年
金
も
同
様
に
減
額
さ
れ
ま
す
）。

繰
り
上
げ
請
求
は
、
一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
そ
の
後
、
取
り
消
す
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
、
次
の
点
に
気
を
つ
け
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

○
65
歳
に
達
し
て
も
年
金
額
は
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
減
額
率
は
生

涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。

○
請
求
後
、
障
害
の
状
態
に
該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
を

請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
65
歳
に
な
る
ま
で
、
遺
族
厚
生
年
金
と
繰
り
上
げ
の
老
齢
基
礎
年
金
と
は
、

ど
ち
ら
か
一
つ
の
年
金
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
寡
婦
年
金
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
で
に
寡
婦
年
金
を
受
け
て
い

る
人
に
つ
い
て
も
、
寡
婦
年
金
の
権
利
が
失
わ
れ
ま
す
。

○
昭
和
16
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
が
、
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
被
保

険
者
に
な
っ
て
い
る
間
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
昭
和
16
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
は
、
60
歳
代
前
半
の
老
齢
厚
生
年
金
と

繰
り
上
げ
の
老
齢
基
礎
年
金
の
両
方
の
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
66
歳
以
降
に
繰
り
下
げ
て
請

求
す
れ
ば
、
年
齢
に
応
じ
て
増
額
し
た
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
も
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
¡
天
王
寺
社
会
保
険
事
務
所

1
06
（
６
７
７
２
）
７
５
３
１

¡
住
民
課

昭和16年４月１日以前に生まれた人

減　額　率

60歳 61歳 62歳 63歳 64歳

42％ 35％ 28％ 20％ 11％

減額表
国
民

年
金

6
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森屋　　西 口　ゆかり さん
＜19歳　　乙女座＞

近況は・・・
DRAGON PROJECT TEAM という劇団

に所属して、舞台を中心に役者として活動して
います。それに備えて筋トレなどしています。
趣味は・・・
映画や舞台を観たり、音楽を聴くことです。
夢は・・・
昨年から少しずつ映画などにも出演している

ので、舞台だけでなく、映像の仕事もしたいで
す。
最近、楽しいと思ったことは・・・
冬休み、久しぶりに中学時代のバレーボール

部の友人（12人）と海洋センターで試合をした
ことです。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・
景色がきれいで大好きです。いつまでも変わ

らずに自然がいっぱいあってほしいです。でも、
スーパーかコンビニがあればいいなぁと思いま
す。
来月号は・・・
中学校の同級生の中山知洋くんです。
中山くんへメッセージを・・・
今度、同窓会をしませんか。

４歳のとき、兄
と奉建塔に遊びに
行ったときです。

YukariNishiguti

168

参加者募集中�
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
　
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

学校給食センター
今回は、幼稚園と小学校（４校）の約500食の給食を作

っている学校給食センターにおじゃましました。
新学期がスタートして初めての給食の日、調理場では調

理師さんや栄養士さんたちが、大きい釜の炊きものを大し
ゃもじで混ぜたり、揚げ物をしたり、また、人参やこんに
ゃくなどを切ったり手際よく調理していました。
この日のメニューは「まめまめご飯（大豆に黒豆など）」

「ゆかりづけ（キャベツときゅうり）」「すまし汁（豆腐や
人参）」「ししゃものから揚げ」「いちご」などでした。
栄養士の児玉恵津子さんは、「子どもたちに愛情のこも

ったものを」「画一化された味でなく、中身がわかる手作
りの味を楽しんでほしい」また、調理の補助をしている皆
さんは、「安全で安心して食べていただくように、衛生面
や異物の混入などには特に気をつけています。」と話して
いました。
学校給食センターでは、

アレルギー児対応の給食や
お弁当・バイキング給食な
ども取り入れています。

当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
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３
月
24
日
の
本
会
議
に
お
い
て
議

員
提
案
に
よ
る
議
員
報
酬
の
引
き
下

げ
、
議
員
が
兼
ね
る
各
種
行
政
委
員

等
の
報
酬
を
受
け
取
ら
な
い
た
め
の

条
例
制
定
・
改
正
案
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
議
会
関
係
費
の
節
減

の
た
め
に
、
議
員
全
員
で
種
々
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
議
会
で
村

「
財
政
健
全
化
方
策
」
に
よ
り
一
般

職
員
の
給
与
引
き
下
げ
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
を
受
け
て
提
案
し
た
も
の
で

す
。条

例
制
定
の
内
容
は
、
議
員
報
酬

月
額
を
３
％
引
き
下
げ
、
あ
わ
せ
て

期
末
手
当
も
減
額
に
な
り
ま
す
。

期
日
は
当
面
、
４
月
１
日
よ
り
議

会
議
員
の
任
期
中
で
す
。

村
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
に

よ
り
、
議
長
・
副
議
長
、
議
員
が
村

の
各
種
委
員
を
兼
ね
る
場
合
で
も
報

酬
が
支
給
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
条
例
改
正
で
は
、
報
酬
の

引
き
下
げ
が
行
わ
れ
る
区
長
、
監
査

委
員
、
農
業
委
員
等
、
一
部
を
除
く

各
種
行
政
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、

議
長
・
副
議
長
、
議
員
が
兼
ね
る
と

き
に
は
、
こ
れ
を
受
け
取
ら
な
い
こ

と
を
全
議
員
の
協
議
で
確
認
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
条
例
改
正
に
よ
り

明
確
に
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
改
正
等
に
よ
り
議
員
報
酬

（
期
末
手
当
の
減
額
を
含
む
）
で
１

８
９
万
円
、
各
種
行
政
委
員
会
の
報

酬
を
受
け
取
ら
な
い
こ
と
で
20
万
円

の
減
と
な
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り「
ち
は
や
あ
か
さ
か
」

は
、
昭
和
62
年
９
月
創
刊
か
ら
67
号

を
重
ね
定
例
会
報
告
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
間
、
議
会
の
様
子
を
す

こ
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
き
、
親
し

み
を
も
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
記
事
の
内
容
に
工
夫
を
こ
ら
す
よ

う
努
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た

よ
う
に
、
議
会
経
費
節
減
の
方
策
と

し
て
単
独
発
行
か
ら
、
村
広
報
「
ち

は
や
あ
か
さ
か
」
の
中
に
「
議
会
だ

よ
り
」
の
ペ
ー
ジ
を
も
っ
て
、
一
体

化
し
て
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。な

お
、
編
集
に
つ
い
て
は
議
会
広

報
編
集
委
員
会
が
引
き
続
き
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
親
し
み
を
も
っ
て
お
読

み
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
内
容
等
に
ご
意
見
や
ご
要
望
を

お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

公
的
年
金
制
度
の
信
頼
を
回
復
し
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
制
度
と
す
る

た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
関
係
大
臣
等
に
次
の
事
項
を
要
請
し
ま
し

た
。

１

基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
を

１
／
３
か
ら
１
／
２
へ
と
早
急
に

引
き
上
げ
る
こ
と
。

２

安
心
と
信
頼
の
持
て
る
年
金
制

度
の
確
立
を
図
る
こ
と
。

３

行
政
サ
ー
ビ
ス
・
事
務
執
行
の

効
率
性
向
上
に
向
け
、
住
民
に
身

近
な
社
会
保
険
行
政
は
、
地
方
自

治
体
で
実
施
す
る
こ
と
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�
議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�
議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�
議
会
だ
よ
り�

第
68
号�

－ 編集 －�

議 会 広 報�
編集委員会�

平
成
16
年
３
月
の
千
早
赤
阪
村
議
会
定
例
会
（
第
１
回
）
は
３
月
８
日
に
開
会
し
、
村
長
か
ら
役
場
の
組
織
機
構

の
見
直
し
や
、
財
政
健
全
化
方
策
に
伴
う
一
般
職
員
給
与
減
額
な
ど
の
条
例
改
正
、
金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
・
香
楠

荘
の
指
定
管
理
者
の
指
定
案
件
、
平
成
16
年
度
当
初
予
算
７
議
案
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
審
議
し
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
議
員
か
ら
は
、
財
政
健
全
化
に
向
け
議
員
報
酬
の
３
％
減
額
、
議
員
が
村
の
各
種
委
員
と
な
っ
た
場
合
、
一

部
を
除
き
そ
の
委
員
報
酬
を
支
給
し
な
い
旨
の
条
例
改
正
や
年
金
制
度
の
安
定
化
を
求
め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で

可
決
し
、
24
、
25
日
の
一
般
質
問
を
も
っ
て
閉
会
し
ま
し
た
。

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
員
提
案
に
よ
る
条
例
制
定
・
改
正

各
種
行
政
委
員
の
報
酬
を

受
け
取
ら
な
い
条
例
改
正

南河内郡町村の議員報酬月額

平成16年４月１日現在（単位：円）

町村名 議　長 副議長 議　員

千早赤阪村 329,000 310,000 286,000

太　子　町 349,200 329,800 310,400

河　南　町 400,000 370,000 350,000

美　原　町 480,000 440,000 400,000

広
報
一
体
化
発
行

意
　
　
見
　
　
書

議
員
報
酬
月
額
3
％
引
き
下
げ

編集委員会の様子
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村
で
は
、
大
阪
府
、
地
元
関
係
者

及
び
企
業
と
の
意
見
交
換
会
等
の
意

見
を
踏
ま
え
、
平
成
15
年
３
月
に
金

剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
・
香
楠
荘
の
活

性
化
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

方
針
と
し
て
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
最
大
限
活
用
で
き
る
運
営
手
法
の

導
入
を
掲
げ
、
広
く
委
託
事
業
者
を

公
募
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
６
者

か
ら
提
案
が
あ
り
、
審
査
委
員
会
に

お
い
て
、
優
秀
提
案
者
に
「
株
式
会

社
グ
ル
メ
杵
屋
」
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
指
定
管
理
者
制
度
を
盛

り
込
ん
だ
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、

本
村
で
も
法
律
に
あ
わ
せ
条
例
改
正

を
し
、
本
年
４
月
か
ら
株
式
会
社
グ

ル
メ
杵
屋
を
指
定
管
理
者
に
指
定
し

て
、
金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
香
楠

荘
の
管
理
運
営
を
委
託
す
る
こ
と
で

協
議
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
こ
れ
ま

で
公
の
施
設
の
管
理
委
託
は
第
三
セ

ク
タ
ー
等
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
条
例
を
整
備
し
議
会
の
承
認
を

得
れ
ば
、
民
間
企
業
で
あ
っ
て
も
管

理
を
委
託
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

議
会
で
は
金
剛
山
関
連
事
業
活
性

化
調
査
特
別
委
員
会
を
設
け
、
６
回

に
わ
た
り
審
査
結
果
の
概
要
、
指
定

管
理
者
制
度
の
概
要
及
び
条
例
改

正
、
協
定
書
の
内
容
等
を
特
別
委
員

会
及
び
本
会
議
に
お
い
て
審
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

特
に
議
論
に
な
っ
た
の
は
、
村
営

が
維
持
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
の
安
全
性
が
確
保
で
き
る
の

か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
①
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
経
営

権
を
譲
渡
す
る
も
の
で
は
な
く
、
村

営
に
は
変
更
の
な
い
こ
と
②
運
行
判

断
や
整
備
計
画
は
、
鉄
道
事
業
法
上

の
資
格
を
有
す
る
村
の
職
員
が
引
き

続
き
業
務
に
あ
た
り
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
グ
ル
メ
杵
屋

を
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
香
楠
荘
の
指
定

管
理
者
に
指
定
す
る
こ
と
を
承
認
し

た
も
の
で
す
。

平
成
16
年
３
月
13
日
、
第
８
回
富

田
林
市
・
太
子
町
・
河
南
町
・
千
早

赤
阪
村
合
併
協
議
会
が
、
富
田
林
市

民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
10
月
９
日
に
、
第
７
回
の
協

議
会
が
開
催
さ
れ
て
か
ら
、
５
ヶ
月

ぶ
り
と
な
る
協
議
会
は
、
堀
井
会
長

の
挨
拶
、
新
委
員
の
紹
介
、
会
計
監

査
、
決
算
の
見
込
み
等
の
報
告
事
項

の
あ
と
、
多
田
富
田
林
市
長
が
発
言

を
求
め
富
田
林
市
の
状
況
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

発
言
の
趣
旨
は
、「
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
を
ふ
ま
え
議
会
と
も
相

談
し
た
結
果
、
今
後
合
併
の
方
式
を

『
編
入
』
と
い
う
形
で
協
議
を
進
め

て
ほ
し
い
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
太
子
町
長
、
千
早

赤
阪
村
長
か
ら
、「
重
大
な
問
題
な

の
で
持
ち
帰
っ
て
検
討
し
た
い
。」

と
発
言
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
堀

井
会
長
が
「
各
自
治
体
で
さ
ら
に
調

整
を
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
本
日

の
会
議
は
終
わ
り
た
い
。」
と
実
質

の
協
議
を
行
う
こ
と
な
く
終
わ
り
ま

し
た
。

合
併
の
方
式
に
は
、
お
互
い
の
自

治
体
が
対
等
の
立
場
で
合
併
し
、
新

市
を
つ
く
る
「
新
設
合
併
」
と
、
他

の
自
治
体
に
編
入
さ
れ
る
「
編
入
合

併
」
と
が
あ
り
ま
す
。

４
市
町
村
の
合
併
の
方
式
は
、
合

併
協
議
会
設
立
以
前
か
ら
新
設
合
併

と
位
置
づ
け
ら
れ
、
大
向
村
長
も
合

併
の
方
式
は
、「
新
設
合
併
で
あ
る
。」

と
議
会
で
も
言
明
さ
れ
て
き
ま
し

た
。ま

た
、
平
成
14
年
７
月
14
日
に
開

催
さ
れ
た
第
３
回
の
合
併
協
議
会
で
、

合
併
の
方
式
が
協
定
事
項
と
し
て
提

案
さ
れ
、
新
設
合
併
に
賛
成
26
、
反

対
４
で
承
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
富
田
林
市
の
要
請
は
過
去

７
回
積
み
重
ね
て
き
た
協
議
会
の
努

力
と
結
果
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
、

非
常
に
遺
憾
で
あ
り
残
念
な
こ
と
で

す
。村

は
、
富
田
林
市
の
要
請
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
難
し

い
選
択
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
意
向

を
充
分
把
握
す
る
よ
う
村
長
に
要
望

す
る
と
と
も
に
、
議
会
と
し
て
も
編

入
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

の
調
査
や
関
係
す
る
他
町
の
議
員
と

の
話
し
合
い
の
他
、
場
合
に
よ
っ
て

は
合
併
の
選
択
肢
を
広
げ
て
検
討
す

る
等
、
協
議
を
重
ね
た
い
と
思
い
ま

す
。

平
成
14
年
よ
り
大
阪
府
の
流
域
下

水
道
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た

「
小
吹
台
ポ
ン
プ
場
」
が
完
成
し
、

４
月
か
ら
い
よ
い
よ
供
用
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
浄
化
槽
で

汚
水
処
理
を
し
て
佐
備
川
に
放
流
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
藤
井

寺
市
の
大
井
処
理
場
で
処
理
さ
れ
ま

す
。主

な
施
設
は
、
汚
水
を
東
阪
郵
便

局
下
ま
で
約
２
６
０
０
ｍ
押
し
上
げ

る
ポ
ン
プ
、
停
電
時
に
も
対
応
で
き

る
自
家
発
電
設
備
と
、
こ
れ
ら
を
監

視
制
御
す
る
設
備
か
ら
で
き
て
い
ま

す
。ポ

ン
プ
場
の
建
設
費
は
７
億
円

で
、
今
後
の
維
持
管
理
費
用
は
、
村

が
年
間
３
７
０
万
円
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

小
吹
台
が
供
用
開
始
さ
れ
る
こ
と

と
東
阪
等
の
一
部
を
含
め
16
年
度
末

に
は
村
の
下
水
道
供
用
開
始
面
積
は

１
６
６
ha
、
普
及
率
は
67．

８
％
に

な
る
予
定
で
す
。

金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
・

香
楠
荘
の
管
理
運
営
を
指
定
管
理
者
に

混
迷
す
る
合
併
協
議

下

水

道

「
小
吹
台
ポ
ン
プ
場
」
完
成供用開始前に議員全員

で視察

昨年12月にリニューアルした香楠荘



山
城
の
活
用
に
つ
い
て

本
村
に
は
、
中
世
山
城
跡
が
当

時
の
形
状
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
活
用
し
て
い
く
こ
と
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
る
。

現
在
あ
る
「
千
早
赤
阪
村
文

化
財
保
護
規
則
」
を
「
保
護
条
例
」

に
格
上
げ
を
要
望
す
る
。

人
間
形
成
の
基
盤
づ
く
り
に
お
い

て
道
徳
教
育
を
中
心
に
し
た
心
の
教

育
の
重
要
性
は
極
め
て
大
き
い
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
本
村
学

校
園
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。現

在
の
取
り
組
み
状
況
は
。

村
立
の
各
学
校
で
は
、
児
童
生

徒
の
実
態
に
合
わ
せ
、
各
教
科
、
領

域
な
ど
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
実
践
し

て
い
る
。
道
徳
内
容
を
単
に
児
童
生

徒
に
お
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
考

え
る
こ
と
、
話
し
合
う
こ
と
、
体
験

す
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
、
児
童
の

内
面
に
根
ざ
し
た
道
徳
性
の
育
成
が

図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

道
徳
教
育
の
ね
ら
い
は
。

学
年
の
段
階
で
ね
ら
い
や
内
容

は
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
低
学
年
で

は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
善
悪
の

判
断
、
社
会
生
活
上
の
ル
ー
ル
。
中

学
年
で
は
、
自
主
性
や
協
力
し
合
う

態
度
。
高
学
年
で
は
、
自
立
心
、
国

家
・
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
、
中
学
校
で
は
、
規

律
あ
る
生
活
が
で
き
、
自
分
の
将
来

を
考
え
、
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本

人
と
し
て
の
自
覚
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
重
視
し
て
い
る
。

最
近
、
千
早
赤
阪
村
へ
の
道
路

を
尋
ね
る
人
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。

村
の
Ｐ
Ｒ
に
も
、
国
道
・
府
道
に

道
路
案
内
板
の
設
置
や
村
内
の
地
域

表
示
に
千
早
赤
阪
の
標
示
を
。

道
路
案
内
表
示
は
、
２
㎞
以
上

先
を
標
示
し
て
い
ま
す
。
国
道
３
７

１
号
に
設
置
を
府
へ
要
望
す
る
。
地

域
表
示
板
に
村
名
の
追
加
を
検
討
し

た
い
。中

津
原
ト
ン
ネ
ル
多
聞
橋
側
カ

ー
ブ
の
拡
幅
と
御
所
谷
カ
ー
ブ
に
道

路
照
明
灯
設
置
で
交
通
安
全
対
策
を
。

府
で
の
カ
ー
ブ
の
拡
幅
は
、
地

籍
図
が
乱
れ
て
お
り
進
ま
な
か
っ
た
。

ま
た
道
路
照
明
は
交
差
点
が
中
心
で

難
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
不
公
平
を
生

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
求

め
て
き
た
小
型
化
の
利
点
を
活
か
し

村
内
全
域
や
予
約
に
よ
る
運
行
の
充

実
と
運
行
曜
日
は
施
設
の
開
館
日
に

合
わ
せ
改
善
を
図
る
べ
き
で
は
。

「
財
政
健
全
化
方
策
」
の
な
か

で
、
利
用
実
績
か
ら
一
路
線
の
運
行

と
し
た
も
の
で
す
。
運
行
日
は
役
場

の
利
用
を
考
え
開
庁
日
と
し
ま
し
た
。

小
型
化
し
た
こ
と
で
、
村
道

の
通
行
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
活
か

し
村
内
全
域
で
、
不
公
平
感
な
く
誰

も
が
利
用
し
や
す
い
も
の
に
な
る
よ

う
再
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

南
阪
奈
道
路
の
開
通
と
共
に
、

国
道
３
０
９
号
は
大
阪
・
奈
良
を
結

ぶ
、
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
。
河
南

町
神
山
南
よ
り
の
用
地
買
収
と
工
事

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

神
山
南
よ
り
の
一
期
工
区
は
用

地
買
収
も
ほ
ぼ
終
え
千
早
川
に
か
か

る
橋
の
下
部
工
事
や
約
４
０
０
ｍ
の

道
路
改
良
工
事
が
完
了
し
て
い
る
。

平
成
16
年
度
に
は
、
橋
の
上
部
工
事

な
ど
残
り
の
道
路
工
事
の
後
、
舗
装

工
事
を
行
い
、
本
年
度
末
に
は
神
山

南
よ
り
の
一
期
工
区
が
完
了
し
、
河

南
町
の
町
道
を
利
用
し
て
、
柏
駒
線

ま
で
供
用
開
始
予
定
で
す
。
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い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問�

３
月
議
会
で
は
、
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
（
５
０
０
字
以
内
）
は
、
質
問
し
た
議
員
の
責
任
で
作
成
し

た
も
の
で
す
。

山
形
議
員

野
上
議
員

中
世
山
城
の
復
元
整
備
・
活
用
は

中
世
山
城
の
復
元
整
備
・
活
用
は

心
の
教
育
は

心
の
教
育
は

千
早
赤
阪
村
へ
の
標
示

板
や
交
通
安
全
対
策
を

千
早
赤
阪
村
へ
の
標
示

板
や
交
通
安
全
対
策
を

田
中
議
員

河
南
赤
阪
バ
イ
パ
ス

工
事
の
進
捗
状
況
は

河
南
赤
阪
バ
イ
パ
ス

工
事
の
進
捗
状
況
は

く
す
の
き
号
は
誰
も
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
再

検
討
が
必
要

く
す
の
き
号
は
誰
も
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
再

検
討
が
必
要

４
月
よ
り
、
く
す
の
き
号
は
直

営
で
小
型
化
し
運
行
さ
れ
る
が
、
路

線
を
一
路
線
に
縮
小
す
る
こ
と
は
住

今
世
紀
前
半
に
も
同
時
発
生
の

恐
れ
が
あ
り
、
死
者
は
２
万
人
以
上

と
想
定
さ
れ
て
い
る
「
東
南
海
」

「
南
海
」
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

村
の
防
災
対
策
は
万
全
だ
ろ
う
か
。

本
村
の
防
災
対
策
は
防
災
資
機

千
早
赤
阪
村
の

防
災
対
策
は
万
全
か

千
早
赤
阪
村
の

防
災
対
策
は
万
全
か

５月末完成予定の農村公園（下赤阪城跡）
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材
の
整
備
を
は
じ
め
、
水
や
食
料
な

ど
災
害
用
緊
急
物
資
の
確
保
な
ど
、

府
や
村
被
害
想
定
調
査
か
ら
算
定
さ

れ
た
備
蓄
目
標
量
を
基
に
計
画
的
に

確
保
致
し
て
お
り
ま
す
。

災
害
発
生
に
備
え
て
住
民
参
加
の

も
と
避
難
誘
導
や
救
助
救
出
活
動
な

ど
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

災
害
時
に
は
外
部
か
ら
の
救
助
活

動
は
期
待
出
来
な
い
こ
と
も
想
定
し
、

本
年
度
は
防
災
費
で
自
主
防
災
組
織

の
育
成
や
住
民
へ
の
防
災
教
育
な
ど

の
予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

千
早
小
学
校
の
通
学
路（
村
道
）

に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
走
り
、
い
つ
事

故
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会
の
皆
様
が

心
配
し
て
い
る
。
役
所
の
安
全
対
策

は
。

村
道
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

道
路
の
破
損
や
交
通
が
危
険
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
重
量
制
限
等

の
規
制
を
行
っ
て
い
る
が
、
ご
質
問

の
村
道
は
幅
員
が
狭
い
事
も
あ
り
、

大
型
車
が
走
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
重
量
制
限
等
の
規

制
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

今
後
、
通
学
路
で
も
あ
り
、
大
型

車
の
通
行
量
等
も
勘
案
し
な
が
ら
通

行
に
危
険
が
あ
る
の
か
判
断
し
て
重

量
制
限
等
の
規
制
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

里
道
は
公
道
で
あ
り
、
役
所
は

き
ち
っ
と
明
示
を
し
て
、
通
行
す
る

人
に
解
る
よ
う
に
し
て
お
く
べ
き
と

考
え
る
が
、
役
所
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

幼
稚
園
跡
の
資
材
置
場
へ
の
進

入
路
は
現
在
村
道
地
蔵
辻
線
と
し
て
、

村
道
認
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
付
近

の
地
籍
図
が
乱
れ
て
い
る
事
か
ら
、

里
道
の
場
所
の
特
定
は
難
し
く
、
特

定
す
る
に
は
、
明
示
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

岸
和
田
で
起
こ
っ
た
中
３
生
へ

の
虐
待
事
件
は
、
国
民
に
言
い
知
れ

な
い
衝
撃
を
与
え
そ
の
後
も
痛
ま
し

い
事
件
が
あ
と
を
絶
た
な
い
。
重
体

生
徒
の
回
復
を
祈
る
。
子
ど
も
を
守

る
こ
と
は
大
人
社
会
の
第
一
の
責
任

だ
。
関
係
機
関
の
連
携
が
強
化
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
虐
待
が
急
増

す
る
な
か
、
村
で
も
「
子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
設
置
さ
れ
た
。
日
常

的
に
ど
の
よ
う
な
運
営
を
し
て
い
る

の
か
、
現
状
や
問
題
点
、
今
後
の
課

題
を
伺
う
。

乳
幼
児
か
ら
就
学
前
の
検
診
・

子
育
て
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
保

育
園
・
幼
稚
園
・
教
育
委
員
会
・
健

康
課
、
府
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
・

保
健
所
等
関
係
機
関
と
連
携
し
問
題

解
決
に
努
力
し
て
い
る
。

財
政
健
全
化
に
向
け
、
経
費
節

減
・
補
助
金
カ
ッ
ト
、
職
員
や
議
員

給
与
の
カ
ッ
ト
を
す
す
め
て
い
る
。

空
き
家
住
宅
紹
介
で
人
口
増
と
税
収

増
に
努
力
す
べ
き
だ
。

人
口
増
は
重
要
課
題
だ
が
、
空

き
家
紹
介
は
問
題
が
あ
り
予
定
し
て

い
な
い
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た

い
。
森
屋
地
内
で
住
宅
開
発
が
あ
り

人
口
増
が
見
込
ま
れ
る
。

村
職
員
の
賃
金
カ
ッ
ト
・
民
間

企
業
の
合
理
化
な
ど
で
暮
ら
し
は
大

変
だ
。
高
校
・
大
学
生
へ
の
教
育
ロ

ー
ン
や
奨
学
金
制
度
で
救
済
を
。

日
本
育
英
会
や
大
阪
府
育
英

会
、
村
職
員
に
つ
い
て
は
互
助
会
の

融
資
制
度
な
ど
で
お
願
い
し
た
い
。

豊
田
議
員

関
口
議
員

通
学
路
（
村
道
）
に
大
型
ト
ラ
ッ
ク

安
全
対
策
は
！

通
学
路
（
村
道
）
に
大
型
ト
ラ
ッ
ク

安
全
対
策
は
！

虐
待
か
ら
子
ど
も
を

守
る
た
め
に

虐
待
か
ら
子
ど
も
を

守
る
た
め
に

空
き
家
住
宅
紹
介
で

村
活
性
を

空
き
家
住
宅
紹
介
で

村
活
性
を

不
況
に
対
応
す
る

支
援
策
を

不
況
に
対
応
す
る

支
援
策
を

村
防
災
訓
練
（
平
成
14
年
11
月
）

通学路の安全対策を

森屋西の住宅開発



千
早
赤
阪
村
の
「
４
小
学
校
を

一
つ
に
統
合
す
べ
し
。」
の
答
申
は

昨
年
、
第
２
次
財
政
健
全
化
方
策
が

具
体
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
当
分
の
間

凍
結
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

著
し
く
少
子
化
が
進
行
す
る
当
村

で
は
、
４
小
学
校
体
制
を
維
持
す
る

事
は
、
教
育
的
に
も
、
財
政
的
に
も

不
自
然
で
、
村
の
負
担
が
大
き
い
。

財
政
健
全
化
が
う
ま
く
行
な
か
っ

た
時
は
い
つ
凍
結
解
除
す
る
の
か
。

凍
結
は
財
政
的
な
事
情
に
よ
る

も
の
で
、ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

今
年
、多
聞
の
卒
業
生
は
２
人
、

在
校
生
は
26
人
、
新
入
生
は
４
人
、

新
年
度
の
在
校
生
は
30
人
と
な
っ
た
。

こ
の
数
も
小
学
生
を
持
っ
て
い
る

家
族
に
地
区
の
空
家
へ
転
入
し
て
い

た
だ
い
た
結
果
で
、多
聞
の
入
学
生
、

在
校
生
が
、
ゼ
ロ
に
な
る
の
も
時
間

の
問
題
だ
。教
育
長
の
考
え
を
問
う
。

児
童
の
人
数
が
少
な
く
て
も
、

小
規
模
校
と
し
て
の
よ
さ
を
活
か
し

た
学
校
運
営
を
し
て
お
り
、
今
後
も

支
援
し
て
い
く
。

小
学
校
区
の
再
編
成
の
予
定
は

あ
る
の
か
。

教
育
委
員
会
と
し
て
答
申
ど
お

り
を
願
っ
て
い
る
。

小
学
校
統
合
が
出
来
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
３
校
あ
る
い
は
２
校
に

再
編
成
し
て
、
良
い
教
育
環
境
を
つ

く
っ
て
欲
し
い
。
財
政
的
に
も
可
能

だ
と
思
う
が
？

村
長
は
、
財
政
の
悪
化
の
要
因

は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
の
減
少
、

税
収
入
・
交
付
税
の
減
少
と
所
信
で

述
べ
た
が
、
少
子
高
齢
化
は
以
前
か

ら
わ
か
っ
て
い
た
。
人
口
の
減
少
も

予
測
で
き
た
は
ず
だ
。
原
因
は
、
企

業
・
住
宅
誘
致
の
失
敗
、
都
市
計
画

運
用
の
失
敗
、
財
政
再
建
の
手
遅
れ

等
村
の
行
政
が
責
任
を
負
う
べ
き
問

題
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

企
業
誘
致
や
住
宅
誘
致
が
出
来

な
か
っ
た
こ
と
も
要
因
の
ひ
と
つ
だ

が
開
発
業
者
の
考
え
も
あ
り
失
敗
で

は
な
い
。
都
市
計
画
は
、
街
づ
く
り

の
基
本
理
念
、
方
向
を
決
め
る
う
え

で
必
要
で
効
果
は
あ
っ
た
。

合
併
に
つ
い
て
村
長
は
住
民
の

意
向
を
尊
重
す
る
と
言
っ
て
い
る
が

ど
の
よ
う
に
し
て
意
向
を
把
握
す
る

の
か
。住

民
へ
の
情
報
提
供
と
意
向
の

把
握
に
取
り
組
む
こ
と
は
必
要
だ
が
、

合
併
協
議
会
の
行
方
が
重
要
な
要
素

だ
。

現
在
の
合
併
協
議
会
は
一
旦
解

散
す
べ
き
だ
。
編
入
で
あ
れ
ば
、
他

の
市
と
の
選
択
肢
も
ひ
ろ
が
る
。

協
議
会
を
解
散
し
、
新
た
な
視

野
で
合
併
協
議
を
進
め
る
方
法
も
あ

る
。
し
か
し
、
４
市
町
村
が
足
並
み

を
揃
え
る
必
要
が
あ
り
特
例
法
の
期

限
か
ら
困
難
だ
。

村
長
は
自
ら
の
進
退
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

任
期
い
っ
ぱ
い
全
力
で
勤
め
る

の
が
私
の
務
め
と
考
え
て
い
る
。

京
都
府
弥
栄
町
の
「
風
の
が
っ
こ

う
京
都
」
と
「
太
鼓
山
風
力
発
電
所
」

を
研
修
致
し
ま
し
た
。

平
成
９
年
「
地
球
温
暖
化
防
止
京

都
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
二
酸
化
炭

素
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

目
標
を
定
め
た
「
京
都
議
定
書
」
が

採
択
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
環
境
先

進
地
を
目
指
し
て
、
先
導
的
な
環
境

施
設
を
推
進
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
風
力
発
電
事
業
に
取
り
組

ま
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
雄
大
な
自
然
を
活
か
し
、
自

然
体
験
や
環
境
教
育
は
も
と
よ
り
、

太
鼓
山
風
力
発
電
所
は
日
本
海
か
ら

の
強
風
を
利
用
し
て
、
風
車
を
６
基

稼
動
、
年
間
２
３
０
０
世
帯
分
の
消

費
電
力
が
ま
か
な
え
る
そ
う
で
す

が
、
欠
点
は
、
落
雷
に
よ
る
被
害
が

甚
大
だ
そ
う
で
す
。

今
年
は
い
つ
も
よ
り
一
週
間
ほ
ど

桜
の
開
花
は
早
か
っ
た
よ
う
で
す
。

奉
建
塔
や
小
学
校
、
中
学
校
の
桜
も

今
が
見
頃
で
す
。
こ
の
議
会
だ
よ
り

が
届
く
頃
に
は
新
緑
で
し
ょ
う
。

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
卒
業
式

や
入
学
式
、
入
社
や
異
動
な
ど
一
方

で
は
あ
わ
た
だ
し
さ
も
。

選
抜
高
校
野
球
も
終
わ
り
、
プ
ロ

野
球
が
開
幕
し
、
ナ
イ
ト
ゲ
ー
ム
も

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
海
の
む
こ
う

で
は
大
リ
ー
グ
も
本
番
で
す
。

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
。
ア

テ
ネ
へ
の
キ
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
選
手

た
ち
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
ま
す
。

シ
ド
ニ
ー
大
会
の
テ
コ
ン
ド
ー
の
銅

メ
ダ
リ
ス
ト
・
岡
本
選
手
も
個
人
の

資
格
で
参
加
で
き
る
と
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
テ
コ
ン
ド
ー
に
２
つ
の
団

体
が
あ
る
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
と
も
か
く
参
加
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
関
係
者
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
が
個
人
資
格
で
の
参
加
を

決
め
た
背
景
に
は
「
岡
本
選
手
を
五

輪
に
」
と
い
う
８
万
人
を
超
え
る
署

名
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
五
輪
の
参

加
資
格
を
得
る
の
に
署
名
ま
で
集
め

る
と
い
う
異
様
さ
に
疑
問
が
残
り
ま

す
。

Ｙ
・
T

12

松
本
議
員

小
学
校
の統

合
は
い
つ
？

小
学
校
の統

合
は
い
つ
？

貝
長
議
員

財
政
危
機
と市

町
村
合
併

財
政
危
機
と市

町
村
合
併

弥弥弥弥
栄栄栄栄
町町町町
をををを
視視視視
察察察察

新
政
会
・
公
明
党

雑

感

雑

感

�

雑

感

雑

感

�

雑

感
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健康のページ�
けんこうのページ�けんこうのページ�けんこうのページ�Healthy Life

５・６月分のがん検診の予約を受け付けします。

場所 保健センター
対象 30歳以上の住民
＊負担していただく費用はいずれも検査料金の１割程度で
す。当日受け付けで支払ってください。
（生活保護世帯の人は費用が免除されます。役場福祉係
へ事前に申し出てください。）
＊定員になり次第締め切ります。予約者には受診票と詳し
い案内を送ります。
＊対象年齢以外の人で上記検診を希望の人や、介助の必要
な人は相談ください。
＊大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られな
い場合は必ず相談ください。
＊９・10・11月分のがん検診は６月１日から受け付け開始
です。

〈予約・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20069

※５月21日の乳がん検診は定員になりましたのでキャンセ
ル待ちです。

が ん 検 診 の お 知 ら せ

子 　 宮 　 が 　 ん
月日 ５月21日f

受付 午後１時30分～３時
定員 各80人

内容
問診・内診・子宮頚部細胞診・必要者のみ子宮
体部細胞診

費用 頚部－300円・体部－200円

胃 ・ 大 腸 が ん
月日 ５月14日f・５月16日a・６月16日d

受付 午前９時～11時15分
定員 各60人

内容
胃－問診・Ｘ線間接撮影
大腸－問診・便潜血検査

費用 胃－400円・大腸－100円

村では介護保険対象外の人のリハビリテーション教室を
実施しています。話したり笑ったりしながら身体を動かす
楽しい教室です。
登録制（教室の参加対象かどうか、事前面接をさせてい
ただきます）ですので、連絡ください。
対象 40歳以上、介護保険対象にならない人で、家に閉じ

こもりがちな人や身体の不自由な人
内容 体操、ゲーム、レクリエーション、小物の制作、野

外活動、健康相談など
日時 毎週火曜日　午後２時～４時
場所 保健センター（必要な人には送迎します）
費用 無料（野外活動時は実費徴収）
〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20069

富田林保健所では、５月から毎月１回程度、富田林市、
河内長野市、大阪狭山市のいずれかの会場で、特定疾患患
者・家族交流会を開催します。
特定疾患医療受給者証および登録者証をお持ちの人はど
の会場の交流会にも参加できます。
〈問い合わせ〉富田林保健所　1@32681 FAX@47940

種　類 月　日 対　象 備　考

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

ツベルクリン ５月10日b 生後●●●
３カ月以上

５月12日d 48カ月未満Ｂ　Ｃ　Ｇ

生後●●●
ポ　リ　オ ６月28日b ３カ月以上

90カ月未満

¡母子手帳、予診票持参。
¡平熱が37℃以上の人は接
種前１週間分の体温を記録
して持参。
¡副じん皮質ホルモン剤を
使用した人は、ツベルクリ
ン反応検査を受ける前に主
治医の許可を得てください。
¡ポリオワクチンは下痢の
場合、受けられません。

※三種混合、日本脳炎、麻しん、風しんの予防接種は、医療機関で
の個別接種となっています。
※小学４年生と中学３年生を対象とした日本脳炎予防接種は、５・
６月に各校で実施します。私学に通学している人は、健康福祉課
（保健センター）まで問い合わせください。
※予防接種手帳をよくお読みください。

リハビリテーション教室参加者募集

特定疾患患者・家族交流会のご案内

や
ま
ゆ
り

種　　　類 月　日 受　付 備　　考
（祝日は除く）

富
田
林
保
健
所
　
1
@3

２
６
８
１

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

第３・４
午前

一 般 健 康 相 談
水曜日

９時30分
～10時30分

b～f

午前
こころの健康相談 ９時30分

～午後５時

エイズに関する
午前

相　　　　　　談
b～f ９時30分

～午後５時

血　液　検　査
第３・４

午後
エイズ・梅毒

水曜日
１時～

クラミジア ２時30分

血　液　検　査 第３・４
午前

［肝炎ウィルス検査］ 水曜日
９時30分
～10時30分

午前
５月25日c ９時30分

被爆者健康診断 ～11時

５月31日b
午前10時
～11時30分

難病患者・家族交流会
午後１時

府の特定疾患医療費援 5月25日c
～３時30分

助事業制度の対象の人

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
康
福
祉
課
　
1
&2

０
０
６
９

な か よ し 広 場
５月11日c

午前10時
０歳～幼稚園入

親と子の交流会
５月18日c

～11時30分
園前の乳幼児と

６月１日c 保護者
あかちゃん広場

５月18日c
午前10時 ０～１歳ごろまで

（交流会･遊び･相談） ～11時30分 の乳幼児

４カ月児健康診査
午後１時 平成15年12月・
～１時15分 平成16年１月生

５月19日d 午後
平成15年

１歳児健康診査 １時15分
４月・５月生

～１時30分
保 健 師 に よ る

午前10時
健康・育児・介

健　康　相　談 ５月25日c
～正午

護など相談を希
（電話・来庁） 望する人

午後
楽 楽 離 乳 食

５月27日e
１時15分 １歳までの乳児

（離乳食講習会） ～１時30分 の家族
（要予約）

午後
食事療法が必要

個別健康栄養相談 ５月28日f １時30分～
な人、健康のた

（要予約）
め食生活を改善
したい人

保健師による
５月７日f 午後 健康・育児・介

健 康 相 談
６月４日f １時30分 護など相談を希
５月12日d ～３時30分 望する人

［ ］

［ ］

い
き
い
き
サ
ロ
ン

く
す
の
き

や
ま
ゆ
り

有料・予約制

有料・予約制

＊いずれの場所
でも受診できま
す

場所：狭山保健
センター
場所：河内長野
市ノバティ長野
南館３階
予約制

予約制

電話相談も可

エイズ抗体検査
は無料、梅毒血
清反応検査、ク
ラミジア抗体検
査は手数料が必
要な場合あり

健康診査＆相談など
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きなど村に通知される予定です。後日、
その通知の内容にそって、広報でお知
らせします。
〈問い合わせ〉健康福祉課

募　　集

歌の好きな仲間が集まって、週１回
練習に励んでいます。みんなで楽しく、
美しいハーモニーを奏でませんか。

対象 ５歳児から高校生
練習日 第１・３・５土曜日

午後２時～４時
第２・４土曜日
午前９時30分～正午

場所　小吹台コミュニティホール
会費　月2,000円（別途演奏旅行積立

金　月1,000円）
連絡先¡植田　1&27367

¡金子　1&21683

対象　村内在住・在勤の女性
練習日　毎週火曜日（午後1時30分～3

時30分）
場所　小吹台コミュニティホール
会費 月3,000円
連絡先 角田　1&27300

地域で生活する知的障害者（児）を
対象にレクリエーション大会を開催し
ます。家族とともに地域社会の中で他
市町の人と交流を深めてみませんか。
月日 ６月５日g

場所　金剛コロニー
内容 団体ゲーム、オリエンテーリン

グなど
対象者 南河内地区在住の知的障害者

（児）とその家族および援助者
費用 １人につき500円

（小学生は１人につき250円）
受付 ５月20日eまで
〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課

教育委員会では、村立野外活動セン
ターの管理人の登録を募集します。
開設期間 ７月１日～８月31日（月曜

日休館）
勤務時間 午前９時～午後５時
資格　18歳以上の人
受付 ６月18日fまで
その他 履歴書（写真添付）・印鑑を

持参ください。
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

相　　談

子育てや学校生活などについて、わ
からないことや困っていることはあり
ませんか。秘密は固く守られますので、
気軽に相談ください。
日時　５月14日f・21日f

午前10時～正午（要予約）
場所 くすのきホール　視聴覚室
費用　無料
相談員　佐藤むつこさん（臨床心理士）
〈予約・問い合わせ〉

教育委員会事務局学校教育課
1&21300

催　　し

忘れていた人生の宝物に出逢う感動
を味わいませんか。
どなたでも参加できますので、気軽
にお越しください。
日時　５月13日e

午後２時～４時10分
場所　くすのきホール
費用 無料
〈申し込み・問い合わせ〉

教育委員会事務局社会教育課
1&21300

村体育協会加盟の各団体では、クラ
ブチーム・クラブ会員を募集していま
す。あなたも健康維持・増進のため、

また、仲間づくりのために一緒にスポ
ーツを楽しみませんか。
※詳細（対象・活動時間・大会日程な
ど）については、各連盟・クラブに問
い合わせください。

クラブ会員

シープスジュニア合唱団

オレンジエコー

南河内レクリエーション
大会

クラブチーム・クラブ
会員

野外活動センター
アルバイト

教育相談

くすのきホール公開講座
映画「阿弥陀堂」

連盟・クラブ名 活動場所 活動日など 代表者連絡先

軟 式 野 球 連 盟 村　民　運　動　場 大会など 加藤　　明　1&20995

ソフトボール連盟 村　民　運　動　場 大会など 植野　敏昭　1&21243

ゲートボール連盟 村　民　運　動　場 大会など 尾方　了一　1&2 20783

テ ニ ス 連 盟 村立テニスコート 土・日曜日 瓦谷　義弘　1&27644

ゴ ル フ 連 盟 グロワールゴルフクラブ 大会など 仲野　直實　1&20040

バレーボール連盟 海 洋 セ ン タ ー 日 曜 日 武部　克正　1&21472

空 手 道 ク ラ ブ
海 洋 セ ン タ ー 土 曜 日

横山登貴雄　1&03003
小 吹 台 小 学 校 日 曜 日

少林寺拳法クラブ 海 洋 セ ン タ ー 火・金曜日 東　　省三　1@36175

卓 球 ク ラ ブ 海 洋 セ ン タ ー 土 曜 日 福留　敏郎　1&27335

少年野球スポーツ少年団
村　民　運　動　場 土 曜 日 山形　研介　1&21372

小 吹 台 小 学 校 土・日曜日 大西　昭彦　1&21773

少年サッカークラブ 村 民 運 動 場 ほ か 土・日曜日 田中　伸義　1&27387

リ ズ ム 体 操 海 洋 セ ン タ ー 水 曜 日 山上　孝代　1&27023

エアロビクス 海 洋 セ ン タ ー 火・木曜日 小林真由美　1&27375

ソシアルダンス 海 洋 セ ン タ ー 木 曜 日 繁田　長子　1&27401

３　Ｂ　体　操
海 洋 セ ン タ ー 火・金曜日 谷　　尚美　1&20729

小 吹 台 小 学 校 水 曜 日 瀬戸　葉子　1&21279

体
操
連
盟

昨
年
７
月
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
「
テ
ニ
ス
は
楽
し
」
無
料
講
習
会
は
、
６
月
で
終
了
し
ま
す
。（
村
テ
ニ
ス
連
盟
）

終

了
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税

身体などに障害をお持ちの人など
で、平成16年度軽自動車税の減免を申
請される場合は、５月21日fまでに印
鑑・身体障害者手帳、運転免許証を持
参し、税務課で手続きをしてください。
申請は毎年していただくものですの
で、平成15年度に減免されている人も
忘れずに申請の手続きをしてくださ
い。
〈問い合わせ〉税務課

税金は納期限内に次の場所で納付し
ていただくようお願いします。
りそな・ＵＦＪ・三井住友・南都・

近畿大阪・関西アーバン・大阪南農業

協同組合・郵便局・役場・小吹台連絡所

なお、固定資産税の納付を第１期の
納期内に全額納付しますと前納報奨金
を差し引いた額で納めていただいてお
りました前納報奨金制度は、平成16年
度より廃止することになりました。
口座振替により納付されている場合
の引き落とし日は５月31日です。通帳
残高の確認をお願いします。車検に必
要な納税証明書は、納税通知書と一連
になっています。納付済の領収書があ
れば、そのまま証明書として使用できま
す。前年度までの軽自動車税が未納の
場合、または検査有効期限が平成17年
５月31日以降の場合は使用できません。
〈問い合わせ〉税務課

上下水道

新たに排水設備工事指定業者に指定
しました。（合計45業者）
排水設備の新設、改造工事は、必ず

村の指定している排水設備業者に依頼
してください。
＊指定業者は、工事の依頼を受けると、
申請や工事に関する書類手続きなどを
すべて代行します。
＊工事費は自己負担です。（水洗便所
改造資金融資あっ旋制度があります）
＊指定業者から必ず見積書をもらい契
約をかわしてから工事を依頼してくだ
さい。

〈問い合わせ〉上下水道課

福　　祉

身体障害者手帳または療育手帳の提
示と合わせて料金所で提出されている
割引証が廃止となり、手帳の記載内容
などの確認を受けるだけで割引きが受
けられます。発行済みの割引証は平成
16年５月末まで使用できます。

また、ＥＴＣ利用時の割引きが受け
られ、ＥＴＣ車載器購入費の一部助成
（１万円、先着15万人）を（財）道路サ
ービス機構が行っています。
申請に必要なもの

身体障害者手帳または療育手帳、自
動車検査証、運転免許証（障害者本人
が運転の場合）、交付済みの割引証。
※ＥＴＣを利用する場合は上記以外に
次のものが必要です。
ＥＴＣカード（原則として障害者本
人の名義）、ＥＴＣ車載器セットアッ
プ申込書と証明書。
〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課

６月から児童手当の所得制限が平成
15年中の所得に切り替わります。今ま
で所得制限により受給できなかった人
でも、所得や控除、扶養人数に変動が
あれば受給できる場合があります。受
給できると思われる人は5月中に申請
してください。
なお、現在受給している人は申請の
必要はありません。
児童手当の額（月額）

¡第１子 5,000円
¡第２子 5,000円
¡第３子以降 10,000円
認定請求に必要なもの

¡印鑑、請求者の銀行または農協など
の口座番号（郵便局は不可）

¡その他必要に応じて、提出する書類
があります。
制度改正について

テレビや新聞などで対象年齢を小学
校３年生終了時まで延長されると報道
されましたが、詳しい内容は決まって
いません。今後、厚生労働省から手続

お知らせ

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（月曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

自然休養村管理センター・赤阪土地改良区 森屋962 &02180

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付　B～F（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療　C・F 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

軽自動車税の減免申請は
５月21日までに

固定資産税（第１期分）
軽自動車税の納付は
５月31日までに

排水設備工事指定業者

有料道路の障害者割引
制度

業者名 所在地・電話番号

林設備
河南町一須賀701

1(34175

㈱カワタニ
河内長野市加賀田12番地２
1N65 6124

㈱直建設
河南町大字加納505番地の４
1(32696

三水堂
河南町大宝5-2-4
1(36294

児童手当の申請
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わわわわががががややややののののホホホホーーーーププププ

タニギキョウ（キキョウ科）

山地の木陰に生える高さ10cmぐらいの多年草。茎は細くてやわらかい。
葉は互生１卵円形で長さ８～25mm。花は径8mmぐらい深く５列する
のが特徴。５月中旬から白色または、わずかに紫色を帯びた花が咲く。

水分

やまもといっさくん
（ 山 本 一 颯 ）

平成15年５月13日生まれ

元気の源は、「一颯
い っ さ

」の
笑顔です。
父：優貴・母：奈々さん

ロープウェイ村民割引券
１割引（平成17年３月末まで有効）

使用者：大人＿＿人。小人＿＿人

香楠荘村民割引券
１割引（平成17年3月末まで有効）

（宿泊限定。要予約。特別企画利用可）。
使用者：　大人＿＿人。小人＿＿人

村民割引券、または、運転免許証など住所の確認できるものを持参の人
に、年間をとおし１割引します。次の割引券を切り取ってご利用ください。

「ロープウェイ・香楠荘」村民割引券

きりとりせん

ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

５月６日e・20日e
６月３日e

５月６日e・６月３日e

５月20日e

燃 え る ご み

粗　大　ご　み

ペ ッ ト ボ ト ル

プラスチック製
容　　　　 器

空き缶・空きびん

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪、
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

５月４日c・
７日f・11日c
14日f・18日c
21日f・25日c
28日f
６月１日c
４日f

５月26日d

５月27日e

５月17日b予定

５月28日f予定

５月31日b予定

５月20日e

５月５日d
６月２日d

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

※お知らせ 6月から「プラスチック
容器包装」の月2回収集します。日
程などは、6月号でお知らせします。

人 の 動 き

総人口　6,799人（－26）

男　　3,252人（－８）

女　　3,547人（－18）

世帯数　2,233戸（－２）

３月末日現在、（ ）は対前月比
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